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資料０ 策定スケジュール 資料０ 
 

 

■ 新・福井市中心市街地活性化基本計画策定フロー 
 

 

 

 

■ 委員会の開催スケジュールと議題（案） 
 

□ 第 1 回委員会（平成 18 年 11 月 8 日【水】 14:00 より ） 

議 題 

・基本計画策定体制 

・まちづくり三法改正の方向性 

・現行活性化事業の進捗状況 

・中心市街地の現況・動向 

 

□ 第 2 回委員会（平成 1８年 12 月 21 日【木】 14:00 より ） 

議 題 

・市街地発展の検証及び中心市街地の必要性について 

・活性化に向けた推進課題の検討について 

・活性化推進の基本的方向について 

・土地利用誘導方針の検討について① 

 

 

□ 第３回委員会（平成 19 年 1 月 24 日【水】 14:00 より ） 

議 題 

・中心市街地の位置及び区域について 

・中心市街地活性化の目標について 

・土地利用誘導方針の検討について② 

 

□ 第４回委員会（平成 19 年 3 月 22 日【木】 16:00 より ） 

議 題 

・中心市街地活性化のための事業について 

・推進体制について 

・評価指標について 

 

 

 

 

 

１．中心市街地を取り巻く環境変化 

(1) まちづくり三法改正の方向性の整理 
(2) 上位計画・関連計画の整理 

２．現行基本計画の進捗状況 

(1) 現行活性化事業の進捗状況 
(2) 中心市街地の現況・動向 

３．事業効果の検証と中心市街地活性化の基本的方向

及び土地利用方針の検討 

(1) 市街地発展の検証及び中心市街地の必要性 
(2) 活性化に向けた推進課題の検討 
(3) 活性化推進の基本的方向 
(4) 土地利用誘導方針の検討① 

４．中心市街地の位置及び区域と目標の検討 

(1) 中心市街地の位置及び区域の検討 
(2) 中心市街地活性化の目標 

５．基本計画に盛り込むべき施策・事業と推進体制の検討 

(1) 基本計画に盛り込むべき施策・事業の検討 
 
 
 
 
 
(2) 実効性のある推進体制の検討 
(3) 評価指標の検討 

ハード 

ソフト 

市街地の整備
改善の事業 

都市福利施設を
整備する事業 

６．新・福井市中心市街地活性化基本計画 

第 1 回委員会

第 2 回委員会

第 3 回委員会

H19/4 パブリックコメントの実施

第４回委員会

住宅の供給、居住
環境の向上の事業 

商業等の活
性化の事業 

左記事業と一体的
に推進する事業 

(3) 土地利用誘導方針の検討② 
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資料１ 第３回委員会のテーマと検討の方向性 資料１ 
 

第２回委員会のテーマ 具体的な内容 検討の方向性 用意した資料 

①中心市街地の位置及び区域

について 

・「中心市街地の活性化を図るための基

本的な要件（平成 18 年９月閣議決

定）」における中心市街地の区域の要

件に基づき、中心市街地の位置及び

区域を検討する。 

①現行中心市街地区域(105ｈａ)について、法改正後の中心市街地の要件

に該当することについて確認する。 

②現行中心市街地周辺部の区域見直しの必要性について検討する。 

資料２-１ 中心市街地の区域の設定 

資料２-２ 中心市街地の区域と既往計画･施策

との関係について 

 

参考資料２ 現行中心市街地及び周辺町丁目の

状況 

       ・町丁目別人口・世帯 

       ・町丁目別産業 

・商業の状況(商店街等の状況) 

・土地利用等の状況 

・都市福利施設 

       ・共同住宅等 

②中心市街地活性化の目標に

ついて 

・前回委員会の検討事項を踏まえ、本

計画における基本的な目標、及び基

本方針にもとづく、施策の方向性に

ついて検討していく。 

①（前回委員会の課題、方針を踏まえながら）目標の設定について検討 

②基本目標、基本方針等を踏まえ、具体的な施策を展開していくにあた

り、どのような方向性で展開していくのかについて検討する。 

資料３－１ 中心市街地活性化の目標 

資料３－２ 目標達成のために必要な施策の方

向性 

 

 

 

③土地利用誘導方針の検討に

ついて② 
・市街地周辺部の規制の方向について

の考え方 
・法改正の趣旨を鑑みて、土地利用誘導方針について検討する。 

資料４ 今後の土地利用誘導方針の方向性につ

いて 

 

 

 

 


